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ULOF, UTOP のいずれにも炉心損傷を回避できる固有安全高速炉概念を開発中である[1]。本研究では、

GEMを設置し内部ブランケットにMAを添加したナトリウムプレナム付き軸方向非均質炉心を対象とした、

内側炉心上端への MA 添加や上部軸方向遮へい体への減速材装荷等のボイド反応度低減策により、燃焼反

応度 1$以下と GEM を考慮したボイド反応度負を両立できる見通しが得られた。 

*ULOF：スクラム失敗流量喪失事象、UTOP：スクラム失敗制御棒誤引抜事象、GEM：ガス膨張機構 
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1. 緒言 

ULOF、UTOP のいずれにも炉心損傷を回避するため、

本研究では燃焼反応度 1$以下と負のボイド反応度

（GEM 反応度を考慮）の同時達成を設計目標とした。 

図１に、燃焼反応度とボイド反応度が約 0.85＄とな

った前報[1]の炉心構成を示す。燃焼反応度 1＄以下を

維持しつつ、ボイド反応度を負とするための低減策と

して、①内部ブランケットの MA 添加率、②下部軸方

向ブランケット燃料への MA 添加、③内側炉心上端へ

の MA 添加、④上部軸方向遮へい体下端への減速材

(ZrH1.6)装荷を設定し、その影響を感度解析で評価する。 

2. 検討条件 

電気出力は 750MWe、炉心燃料は MOX 燃料、内部

ブランケット燃料は劣化 Uと MA の酸化物とした。運

転期間を 12 ヶ月として、平衡サイクル末期に臨界とな

る炉心燃料の Pu 富化度を拡散燃焼計算で求め、ボイド

反応度を摂動計算で評価した。 

3. 検討結果 

図 2 に内部ブランケットの MA 添加率が燃焼反応度

とボイド反応度に与える影響を示す。内部ブランケッ

トの MA 添加率に対して燃焼反応度とボイド反応度は

ほぼ線形に増減する。この関係性を用い、ボイド反応

度低減策②～④を個別に適用した炉心に対して燃焼反

応度が 1＄になるように調整した際の、ボイド反応度

の予想値を表 1 に示す。低減策③によるボイド反応度

低減効果は約 0.07＄と予想される。また、低減策④で

はボイド反応度の予想値が約 0.04＄となり、低減策③

と組み合わせることで設計目標を達成する見込みを確

認した。今後これらの方策を組み合わせて、燃焼反応

度 1＄以下、ボイド反応度負を達成する固有安全高速

炉の炉心概念を開発する。 
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